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昨
今
は
凶
悪
な
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
悲
惨
な
テ
ロ
も
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
市
民
は
、「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友

の
会
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
の
た
め
、
日
夜
業
務
に
従
事
し
て

い
る
近
畿
各
地
の
警
察
官
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

「
令
和
の
友
の
会
に
向
け
て
」 

 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

は
当
会
の
警
察
官
支
援
活
動
に
ひ
と
か
た
な
ら

ぬ
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

近
畿
警
察
官
友
の
会
の
歴
史
は
、
安
保
闘
争
な
ど

戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
高
度
成
長
も
成
し
遂
げ
た

昭
和
の
時
代
に
始
ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

な
ど
に
よ
り
便
利
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
２
度
の
震

災
な
ど
将
来
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
の
多
く
な
っ

た
平
成
を
越
え
、
新
し
い
令
和
の
時
代
に
入
り
ま
し

た
。
我
々
の
生
活
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
安
心
・
安

全
の
内
容
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
て
お
り

ま
す
。 

警
察
官
の
努
力
の
お
か
げ
で
全
国
の
交
通
事
故

死
亡
者
数
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
比
べ
る
と
約
３
割
に

と 

 

 
減
少
し
、
刑
法
犯
認
知
件
数
も
年
々
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
特
殊
詐
欺
や
高
齢
者
が
関

係
す
る
交
通
事
故
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
発
生
す

る
事
件
な
ど
、
こ
こ
最
近
顕
著
に
な
っ
て
き
た

問
題
も
次
々
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や
地

域
の
連
帯
が
薄
れ
、
逆
に
不
特
定
多
数
の
人
と

い
つ
で
も
繋
が
れ
る
時
代
に
な
っ
た
こ
と
に
起

因
し
た
犯
罪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
国
や
町
の
治
安
は
市
民
生
活
だ
け
で

は
な
く
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
効
果
な
ど
経
済
面

で
果
た
す
意
味
も
年
々
増
し
て
き
て
い
ま
す
。 

警
察
官
の
果
た
す
役
割
は
、
重
く
な
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
軽
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

時
代
は
変
わ
れ
ど
も
、
私
た
ち
は
警
察
官
が

果
た
し
て
い
る
役
割
に
感
謝
し
物
心
両
面
か
ら

応
援
す
る
こ
と
で
、
警
察
官
と
し
て
の
誇
り
を

も
っ
て
任
務
に
当
た
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

理
事
長 

小
嶋 

淳
司 

令和 2 年 大阪府警察年頭視閲式 
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令
和
元
年
８
月

28

日
、
ホ
テ
ル

プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
て
、
近
畿
管

区
内
の
警
察
幹
部

91

名
を
対
象
に

「
第

57

回
夏
季
教
養
講
座
」
を
開

催
し
た
。
開
講
式
に
て
、
共
催
の
越

智 

浩
近
畿
管
区
警
察
局
長
の
挨
拶

の
後
３
名
の
講
師
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
受
講
者
は
熱
心
に
聴
講
し

た
。
講
演
終
了
後
、
閉
講
式
に
て
当

会
の
小
嶋
淳
司
理
事
長
と
、
河
合
信

之
近
畿
管
区
警
察
局
総
務
監
察
部

長
（
当
時
）
が
挨
拶
し
た
。 

 

  

 

橋
本 

五
郎
氏 

 

読
売
新
聞 

特
別
編
集
委
員 

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
」 

橋
本
五
郎
氏
ご
自
身
の
人
間
観

や
世
界
の
中
で
の
日
本
の
役
割
を

述
べ
ら
れ
た
後
、
７
月
に
行
わ
れ
た

参
議
院
選
挙
の
総
括
、
安
倍
政
権
の

評
価
と
政
権
を
支
え
る
３
本
の
柱

（
麻
生
副
総
理
、
菅
官
房
長
官
、
二

階
幹
事
長
）
の
役
割
と
人
物
に
つ
い

て
、
９
月
の
内
閣
改
造
や
、
小
泉
進

次
郎
議
員
の
処
遇
、
マ
ス
コ
ミ
の
果

た
す
使
命
な
ど
に
つ
い
て
の
興
味

深
い
テ
ー
マ
を
軽
妙
か
つ
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
語
り
口
で
講
演
さ
れ
、

最
後
に
故
郷
、
家
族
へ
の
思
い
で
話

を
締
め
く
く
ら
れ
た
。 

  
 

 
 

 

安
冨 

潔
氏 

 

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授 

「
安
全
・
安
心
な
サ
イ
バ
ー
社
会

の
実
現
に
む
け
て
」 

警
察
庁
の
サ
イ
バ
ー
関
連
の
委

員
な
ど
歴
任
さ
れ
た
安
冨 

潔
氏

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
歴
史
と
発
達
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
後
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
概

念
説
明
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
・
サ
イ
バ

ー
犯
罪
の
現
状
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
人
工
知

能
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
の
進
展

と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
課
題
つ
い
て

講
演
さ
れ
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
は
安
全
・
安
心
な
サ
イ
バ

ー
社
会
を
築
く
上
で
不
可
欠
と
締

め
く
く
ら
れ
た
。 

 

れ
た
。 

 

清
野 

純
史
氏 

 

京
都
大
学
工
学
研
究
科
教
授 

「
南
海
ト
ラ
フ
の
大
地
震
で
何

が
起
こ
り
、
ど
う
対
処
す
べ
き
な
の

か
」 地

震
に
つ
い
て
幅
広
い
研
究
を
さ

れ
て
い
る
清
野
純
史
氏
が
、
地
震
に

対
す
る
基
礎
事
項
の
確
認
の
後
、
近

年
の
国
内
地
震
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と

し
て
、
現
地
調
査
さ
れ
た
写
真
を
交

え
て
、
施
設
の
耐
震
性
を
高
め
る
ハ

ー
ド
対
策
、
情
報
・
広
報
等
シ
ス
テ
ム

面
の
ソ
フ
ト
対
策
の
必
要
性
を
説
明

さ
れ
た
。
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震

で
想
定
さ
れ
る
被
害
や
、
中
央
防
災

会
議
が
想
定
す
る
３
つ
の
ケ
ー
ス
と

気
象
庁
が
出
す
臨
時
情
報
な
ど
を
解

説
し
、
防
災
対
応
の
計
画
作
成
に
お

け
る
留
意
事
項
を
講
演
さ
れ
た
。 

  

【第 57 回夏季教養講座】 

【橋本五郎氏】 

【安冨 潔氏】 

【清野純史氏】 
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近畿優良警察職員に感謝の会 

令
和
元
年

10

月

30

日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
、

近
畿
管
区
警
察
局
後
援
、
讀

賣
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
特

別
賛
助
の
も
と
「
近
畿
優
良

警
察
職
員
に
感
謝
の
会
」
を

開
催
し
、
25

名
の
受
賞
者
が

家
族
と
と
も
に
出
席
し
た
。

滋
賀
県
公
安
委
員
会
・
北
村

嘉
英
委
員
長
、
近
畿
管
区
警

察
局
・
越
智 

浩
局
長
ほ
か

12

名
を
来
賓
と
し
て
招
き
、

当
会
か
ら
は
理
事
長
ほ
か

21

名
の
役
員
が
出
席
し
た
。 

 

当
会
小
嶋
淳
司
理
事
長
が 

 

式
辞
を
述
べ
た
後
、
近
畿
２

府
４
県
の
受
賞
著
及
び
家
族

に
楯
と
記
念
品
を
贈
っ
た
。 

 

引
き
続
き
、
讀
賣
テ
レ
ビ

放
送
株
式
会
社
・
大
橋
善
光

社
長
か
ら
腕
時
計
が
贈
ら
れ

た
。 来

賓
の
滋
賀
県
公
安
委
員

会
・
北
村
嘉
英
委
員
長
、
大
阪

府
警
察
本
部
・
山
本
和
毅
副

本
部
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
最
後
に
受
賞
者
代
表
が

「
本
日
の
受
賞
を
胸
に
刻

み
、
一
層
の
努
力
と
精
進
を

重
ね
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
、
受
賞
者
を
囲
ん
で

記
念
撮
影
を
行
っ
た
。 

 【式辞を述べる小嶋理事長】 

各府県支部事業 

 滋
賀
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
元
年
９
月
４
日
、
び

わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
て
「
第

16

回
滋
賀
県
警
察

留
置
管
理
業
務
優
秀
者
表
彰

式
」
を
開
催
し
、
留
置
管
理
業

務
優
秀
者
３
名
に
感
謝
の
楯

と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
元
年

12

月

24

日
、

滋
賀
県
警
察
本
部
に
て
、
寄

贈
し
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
な
ど
の
目
録
を
籔
本
俊
作

滋
賀
県
支
部
長
よ
り
鎌
田
徹

郎
滋
賀
県
警
察
本
部
長
（
当

時
）
に
贈
呈
し
た
。 

【式辞を述べる籔本支部長】 

大
阪
府
支
部 

☆
表
彰
式 

令
和
２
年
１
月

31

日
、
ホ

テ
ル
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に

て
「
大
阪
府
警
察
優
良
警
察

官
・
民
間
警
察
協
力
功
労
者

表
彰
式
」
を
開
催
し
、
優
秀
警

察
官

22

名
（
家
族
同
伴
）
と

民
間
警
察
協
力
功
労
者
２
名

に
感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
贈

呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

令
和
元
年

10

月
４
日
、
大

阪
府
警
察
本
部
に
て
、
23

品

目
の
寄
贈
品
目
録
を
江
浦 

保
大
阪
府
支
部
長
よ
り
、
金

治
健
二
大
阪
府
警
察
本
部
総

務
部
長
に
贈
呈
し
た
。 

 【大阪府支部 表彰式の模様】 

【近畿優良警察職員に感謝の会】 
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発
行
所 

公
益
財
団
法
人
近
畿
警
察
官
友
の
会 

〒
五
四
〇
❘
〇
〇
一
二 

 
 

大
阪
市
中
央
区
谷
町
三
丁
目
一
番
九
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｇ
大
手
前
ビ
ル
二
階 

 
 

電
話 

  

〇
六
❘
六
四
九
一
❘
七
六
三
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

〇
六
❘
六
四
九
一
❘
七
六
四
一 

編
集
兼
発
行
人 

 
 

 

日
下 

勝
之 

印
刷
所 

㈱
新
聞
印
刷 

 
 

       
 

 

兵
庫
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 
令
和
元
年
８
月
２
日
、
ラ

ッ
セ
ホ
ー
ル
に
て
「
第

41

回

兵
庫
県
優
良
警
察
官
・
民
間

警
察
協
力
功
労
者
表
彰
式
」

を
開
催
し
、
優
良
警
察
官

10

名
（
家
族
同
伴
）
、
民
間
警
察

協
力
功
労
者
２
名
（
家
族
同

伴
）
に
感
謝
の
楯
と
記
念
品

を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
品
目
録
贈
呈 

 

令
和
２
年
１
月

20

日
、
兵

庫
県
警
察
本
部
に
て
、
寄
贈

し
た
監
視
カ
メ
ラ
セ
ッ
ト
な

ど
の
目
録
を
桑
田
純
一
郎
兵

庫
県
支
部
長
の
代
理
と
し
て

日
下
勝
之
事
務
局
長
が
、
兵

庫
県
警
察
本
部
西
影
正
明
総

務
部
長
に
贈
呈
し
た
。 

    【式辞を述べる桑田支部長】 

【奈良県支部 表彰式の模様】 
奈
良
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
元
年

10

月

23

日
、

ホ
テ
ル
リ
ガ
ー
レ
春
日
野
に

て
「
第

42

回
奈
良
県
警
察
優

良
警
察
官
表
彰
式
」
を
開
催

し
、
優
良
警
察
官

12

名
（
家

族
同
伴
）
に
感
謝
の
楯
と
記

念
品
を
贈
呈
し
た
。 

☆
助
成
事
業 

 

奈
良
県
警
察
本
部
を
通
じ

て
各
部
署
に
激
励
品
を
寄
贈

し
た
。 

 

和
歌
山
県
支
部 

☆
表
彰
式 

 

令
和
元
年

11

月
５
日
、
ホ

テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
で

「
２
０
１
９
年
度
和
歌
山
県

優
良
警
察
官
表
彰
式
」
を
開

催
し
、
優
良
警
察
官

18

名
に

感
謝
の
楯
と
記
念
品
を
贈
呈

し
た
。 

☆
助
成
事
業 

 

令
和
２
年
１
月

29

日
、
和

歌
山
県
警
察
本
部
に
て
、
寄

贈
し
た
物
品
の
目
録
を
大
岡

淳
人
支
部
長
、
成
川
守
彦
、
吉

田
擴
副
支
部
長
か
ら
檜
垣
重

臣
和
歌
山
県
警
察
本
部
長

に
贈
呈
し
た
。 

  

【目録を贈呈する大岡支部長】 

 

あ
と
が
き 

当
財
団
に
お
世
話
に
な
り

あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
余
り

が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
ま
で
、
安

心
・
安
全
な
毎
日
を
当
た
り

前
の
よ
う
に
享
受
し
て
き
ま

し
た
が
、
警
察
官
を
は
じ
め

多
く
の
方
の
努
力
で
成
り
立

っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 昨

秋
、
大
阪
府
警
察
学
校

の
卒
業
式
に
参
列
し
ま
し

た
。
数
か
月
前
ま
で
、
自
由
な

学
生
生
活
を
謳
歌
し
て
い
た

青
年
た
ち
が
、
ビ
シ
ッ
と
統

率
の
取
れ
た
警
察
官
ら
し
い

立
ち
居
振
る
舞
い
を
さ
れ
る

の
を
拝
見
し
て
、
身
も
心 

も
引
き
締
ま
る
思
い
が 

し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
ご
指
導 

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

日
下 

 

8 月までの予定 

開催日        行事名  

６月 ３日（水）  理事会（決算） 

６月 23 日（火）  定時評議員会 

７月 2 日（木）  大阪府支部運営会議 

７月 17 日（金）  和歌山県支部運営会議 

８月 28 日（金）  第 58 回夏季教養講座 

 

１月 


